
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～みんなが参加し、支え合うまちづくり～ 

社会福祉法人 千代田区社会福祉協議会  

          ちよだボランティアセンター 
〒102-0074 千代田区九段南 1-6-10 かがやきプラザ 4階 

電話 03-6265-6522 FAX 03-3265-1902 

E-mail volunteer＠chiyoda-cosw.jp ＵＲＬ http://www.chiyoda-vc.com/ 

ちよだボランティアセンターは「千代田区に住み、働き、学ぶ人がお互いに気にかけ、 

笑顔が生まれるまち」を目指しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受託事業 

活  動  内  容 活動件数 活動延人数 

CD版 広報千代田、千代田区議会だより 1件 6人 

 

 

 

 

① 活動希望者数 

               

人            

 

新規            人 

② 登録グループ数 

              

団体 

                

新規      団体 

③ 活動延べ人数 

               

人 

                             

昨年度            

人 

④ 相談受付数 

                

件 

                

昨年度            

件 

種  別 内   容 活動件数 活動延人数 

施  設 
高齢者施設、障がい者施設、児童施設、 

美術館、博物館など 
397件 1,465人 

ボランティア 

グループ 

ＮＰＯ等 

国際協力、障がい者支援、高齢者支援 

環境保護、子ども･家庭支援、手話など 
3,158件 15,620人 

個  人 
使用済み切手整理、地域行事ボランティア 

など 
88件 9人 

社会福祉協議

会 
サロン、地域行事など 135件 488人 

合      計 3,778件 17,582人 
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※ちよだボランティアセンターで把握できた件数と人数 

※コロナウィルス感染症の影響により、ボランティア活動が中止・縮小されているため、ボラン 

ティアの受入れ施設、団体、またボランティア活動者数も減少しています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※コロナの影響で活動を休止、縮小している施設、団体等も多く、広報の相談が減少してい 
ます。一方、活動希望相談は昨年度と大きな差はなく、コロナ禍だからこそ何かできない 
かと考えている人も多いと考えます。 
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【その他の活動内訳】 

・センター事業に関する問合せ …１１８件 

・企画協力 … ５３件 

・寄 付 … ４０件 

・企業の社会貢献活動 …  ３６件 

・物的資源の利用 …  ２９件 

・その他 … ２８件 

・V グループ設立・運営     … １９件 

・施設・団体情報 … １６件 

・他社協からの問い合わせ … １１件 

 

 

 

 

 

 

・講 座 … ５件 

・刊行物 … ５件 

・保 険 … ４件 

・ＮＰＯ法人設立運営 … ４件 

・取 材 … ４件 

・トラブル・事故 … ４件 

・災 害 … ３件 

・V グループ見学 … １件 

・手話通訳 … １件 

・学校 V 活動 … １件 

 

株式会社セールスフォース・ドットコム 

× 児童発達支援・放課後等デイサービス「ぴかいち」 

 コロナ禍において地域との交流の機会が減った

障がい児と、在宅勤務のため「自宅でできる」ボ

ランティア活動を探していた企業社員との文通に

よる交流プロジェクトです。 

 

コロナ禍で「つながっていたい」を解決! コロナウィルス感染防止対策を支援！ 

! 

月１回のお手紙交換や

オンライン交流会を行

い、お互いの交流を深め

ていきました。 

 参加した方からは「楽

しい時間が持てた」など

の感想をいただきまし

た。今後も形を変えての

活動継続を予定していま

す。 

 

株式会社プロロジス× 高齢者施設・介護事業

所 

 コロナ禍でも社会貢献活動を行いたいという企業

の想いと、コロナウィルス感染症対策に必要な物

品が不足している医療従事者の皆さんの困りごと

を解決するために、フェイスシールド製作の活動

が始まりました。 

社員が会議室に交代で集まり制作したフェイスシ

ールドは、区内の介護施設・訪問看護事業所に寄

付されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年度

活動希望 103 110

ボランティア募集 40 66

広報 308 527

その他 328 479



 

ボランティアに関心がある方へ 

 

これからボランティア活動を始めたい方に

向けた「ボランティア活動説明会」を 

実施しました。 

＜テーマ＞ 

①「僕がフリーコーヒーを始めた理由」 

②「つながりを切らない活動のカタチ」 

③「千代田区でコロナ禍の新たなつながりを

始めませんか。LINEボランティア」 

 

｢自分のできることをできる範囲で｣活動し

ていくことや、ボランティア活動を通して

地域とのつながりを切らないことがフレイ

ル予防につながることなどを学びました。

自分の特技が地域のためになることを知っ

た受講生のひとりが、 

障がい者施設でネイルボランテ 

ィアとして活動を開始 

しました。 

 

ボランティア活動に役立つ知識や 

スキルを学ぶ学習会 
 

今、必要とされている活動は何かを学ぶため

の学習会を開催しました。 

＜テーマ＞ 

①「発達障がいを理解し、どのように関わる

ことができるか」 

②「コロナ禍の高齢者の現状を知り、できる

ことを考える」 

③「今、必要とされていること『傾聴』」 

 

コロナ禍における必要な活動を知るために、

地域の在宅高齢者の現状を知り、オンライン

傾聴や文通など非対面でできる活動を各地の

事例を参考に学びました。すでに活動してい

るボランティアは、学んだことをもとに、地

域で困っている方の支援活動に役立てていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※自分のできることでボランティアができることや今必要とされている活動等を知ることで、ボ
ランティア活動を始める一歩となり、実際にボランティア登録をし活動へとつながっています。 
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～個人の困りごとの相談を受けてボランティアをコーディネート～ 

①ケアマネジャーからの相談で、

高齢で歩行困難の方が、代わりに

近くの図書館で本の貸借をしてく

れる人を探しています。 

②あんしんセンター職員からの相談で、サロン等人が

大勢いる場所に行くのが苦手で、なおかつ認知症が進

行している方のために、自宅で傾聴の相手をしてくれ

るボランティアを探しています。 

個人ボランティア登録者の中

から、本が好きな方に相談し

ました。同じ趣味ということ

もあり、本の貸し借りだけで

はなく話し相手にもなり、本

を通じてお互いとても良い関

係を築きました。 

活動当初は個人ボランティア 

2名一組で月 1回自宅に訪問 

していました。その後、コロナ 

禍で直接の訪問が難しくなった 

ものの、オンラインで活動継続 

中です。相談者も話し相手がい 

ることで笑顔を取り戻しました。 

 

 

  

オンライン傾聴の様子 
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コロナ禍における地域課題解決のために非営利で取り組む個人・団体などの活動支援を行いま

した。 

 

ボランティア活動を行う方々やボランティアを受け入れる施設・団体向けにハンドブックを

発行しました。 

 

 

         

           

 

コロナの影響による区民のみなさんの困りごとに対してサポート活動を行っている団

体に対し、相談・助言および助成金の交付を行いました。 

 また、「千代田区社会福祉協議会 新型コロナウイルス対策支援助け合い事業 

（愛称：こま助プロジェクト）」として活動内容をFacebookで紹介しました。 

 

 

 

      

 

 

 

 

       

 

 

 

主にボランティア未経験者や初心者に

向けて、活動時のポイントや困った時

の対応を一冊にまとめ、 

気軽に参加できるよう 

に促します。来所者、 

講座等の参加者へ配布 

しています。 

（500 部発行） 

 

 

計１３団体 

【その他の事例】 

◎ひとり親家庭へ、食材や日用品を詰めた宅食ボックスの郵送 

◎高齢者や子育て世代等に向けた体操動画の配信 

◎ちよだの街や商店を巡る少人数ツアーの開催 など 

 

      

 

 

 

 

       

 

 

 

福祉・医療等支援者を対象に発行。実際の事例

を用いることにより、コーディネートからトラ

ブル対応までボランティアを 

受け入れる際のイメージをつ 

かみやすくしました。区内の 

福祉施設、介護事業所等へ配布 

しました。（600 部発行） 

コロナ禍で尽力する人々の力になりたいと学生ボランティア 

グループから相談がありました。 

 

他地区団体の事例を参考にビニール製防護服の製作を行い、 

区内の医療機関や高齢者施設に 300 着以上を寄贈しました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひとり暮らし高齢者、障がい者への見守りを兼ねてて手作りお弁当を届ける活動

を行っているグループの活動支援として活動場所の確保、助成金の交付と運営サ

ポートを行っています。現在コロナの影響により手作りの食事を直接届けること

が難しくなっているため、ほかのボランティアグループや企業の方が作った手作

りマスクを持参し、利用者宅を訪問して近況確認などを行い、つながりを絶やさ

ないようにしました。 

 

 

 

 

 

災害時はもちろん、平時からつながるための連絡会を実施し、顔の見えるネットワーク 

（ちよだモデルネットワーク：通称 CMN）づくりに力をいれています。 

 

ボランティアグループの抱える課題を解決する場と機会を提供するとともに、同じ課題を

抱えるグループが交流する場を作ることで、さらなる活動の広がりを目指しました。 

千代田区で災害が起こったときにどのようなことが課題になるのか、どのように活動し

ていくのか、連携していくのかを、テーマを決めて学ぶ学習会を開催しました。 

＜テーマ＞①「被災者の困りごとを、どのように収集するか 

」            ・予めニーズを予測して、必要な支援を届けるための工夫を行う。 

・欲しい支援と可能な支援をマッチングさせる仕組みをつくる。 

 など 

      ②「発災後に収集した地域の困りごとを、どう支援につなげていったか」 

       ・平常時から地域の関係機関とのつながりの重要性など       

 

学んだことを蓄積・明文化し、ちよだモデル（行動指針）を作成中。 

 

 

       

 

 

 

ちよだボランティアセンターは、災害時、「ちよだ災害ボランティアセンター」を立ち上げ、区

内の様々な団体と連携して区内被災者の支援を行います。 

 

コロナの影響で活動が休止してい

る食事関係ボランティアについ

て、改めて活動の意味、意義を考

え、また他地域で活動している事

例を聞き、活動の可能性を考えま

した。 

参加者からは、コロナ禍でも何か

しらの活動を工夫しながら活動し

ていきたいとの意見がありまし

た。 

 

団体の活動資金と支援者を募る

方法として近年注目を浴びてい

る「クラウドファンディング」

の仕組みを学びました。参加者

同士の交流から、新たな活動の

きっかけとなり、いくつかの団

体が実際にクラウドファンディ

ングを活用した寄付を募りまし

た。 

 31名参加 
14名参加 

 

学習会 ２回／年  のべ 24 名参加 
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ちよだボランティアセンターが事務局となり、社会貢献活動に関心を持つ区内企業との協働で事

業の企画・開催、及び情報交換を行っています 

コロナの影響によりプログラム活動ができなかったため、定例会では、各企業の活動の現状や今

後どのようなことができるかなど、今後の活動について検討しました。 

区内大学のボランティアサークル同士の出会いや交流を目的としたネットワーク。企画の

打合せや情報交換を行っています。コロナ禍で対面でのボランティア活動が制限されてい

る中、各大学のつながりを保つためにオンラインミーティングを開催しました。それぞれの

大学の現状の報告やコロナ禍でできる活動の企画の提案を行い、みんなで一緒に考えていき

たいとの想いを新たにしました。 

 

幹事会は、災害学習会に参加したメンバーで立ち上げ、学習会の

企画やネットワークづくりのための情報交換に組んでいます。 

また、ちよだモデル（行動指針）を作成するための検討も行って

います。 

 

災害ボランティアとして活動に参加する場合どのようにしたらよいか、地域のみなさんにも広く

知っていただく取り組みを行いました。 

 

災害被害によりボランティア

の力が必要になった場合に、

依頼するまでの流れや、ボラ

ンティアの方と接するときな

どの留意点をまと 

めたガイドブックを 

発行しました。区内 

の町会、災害講座参 

加者等に配布しまし 

た。（4,000 部発行） 
 

 

災害ボランティアセンター開設・運営訓練を実施しました。社協職 

員間で課題を共有し、有事の際にどのように行動すべきかを確認し 

ました。 
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2021 年 1 月に「災害ボランティアフ

ォーラム」をオンラインで開催しまし

た。地域で災害が起きた際どのような

行動に移すか、ボランティア・受け入

れ側・中間支援組織、それぞれの 3者

の立場による活発な議論が交わされま

した。 

普段から顔が見え 

る関係づくりが 

防災・減災に 

つながることを 

学びました。 
 

参加：４大学 延べ２５名 

 

会員企業：２４社 

 

参加団体：３０団体 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

区内の商店等のみなさまにご協力をいただき、

ボランティアセンターだよりをとれるステーシ

ョンを設置しています 

  

多様なボランティア・市民活動情報をすぐ

にお届けできるよう、ホームページや

Facebook、Twitter を開設しています。 

ボランティア募集、助成金情

報、ボランティアセンター事

業の紹介などを掲載していま

す。（6,500部 隔月発行） 

Ｅメールを活用して、地域情報や

ボランティア・市民活動の情報を

幅広く提供しています。 

（毎週火曜日配信） 

 

設置数 298箇所 
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いつでもどこでも情報を収集してもらえるよ

うに Youtube でボランティア情報を配信し

ています。 

Facebook  Twitter 

受講生によるボランティアグ活動立ち
上げを目標に、グループの活動のミー
ティングを重ねています。つながる対
象者が LINE を使えるよう、LINE 教室
の開催を予定しています。 
 

 

       

    

          

災害時だけではなく平時からの活動へも繋

がるように、個人ボランティアの登録や学

習会等の情報提供を行い、つながりを切ら

ないための工夫を行っています。 

災害時の避難の際、高齢者や障がいのある方

など配慮が必要な方々を支えるための基本的

な知識を身につけ、普段から困っている人の

気持ちに寄り添える講座を実施しました。 

 

 

 
全１回１６名 

 

コロナ禍で人と会うことや 

外出することができない中、LINE を活用

した人とのつながりを作る 

方法を学ぶための講座を 

実施しました。 

 

 

 

全３回 延べ１２８名 

 

ボランティア・市民活動への理解を深め、参加のきっかけ作りをします。地域の必要性か

らあらたな活動プログラムを作ります。 

 


